


















































































































































































   
  
編集専門委員会（第３回）開催
医学部所蔵資料の確認（第２回）
編集専門委員会（第４回）開催
医学部所蔵資料の確認（第３回）
事務通報（コピー）の製本完了
編集専門委員会（第５回）開催
新制大学設立時資料（コピー）の製本完了
健寿会総会においてPR
「昭和廿二年以降北陸総合大学設立関係書類」の整理着手
金沢大学設置後の協議会議事録の整理着手
部局史編集委員会（第２回）開催
年史編纂委員会　委員から
鳥山喜一氏のこと
私の本来の専門は７世紀から１０世紀の東アジア史，とりわけこの時期に中国
　　
�
５０年史編纂委員会委員
古畑　徹
（文学部助教授）
　東北地方・北朝鮮北部・ロシア沿海地方一帯に栄えた渤海の歴史である。そんな
　専門外の人物が何で５０年史編纂室の常勤室員でいるのか，と不思議に思われる
　読者の方も多いと思う。私自身，橋本室長からこの話が来たとき，何で私が，と
　いう気がしたし，正直今でもその思いは残っている。それでも引き受けたのには
　いくつかの理由があったのだが，その一つに鳥山喜一氏についてこれをきっかけ
　に少しは新しいことが分かるのではないか，という思いがあった。
　　鳥山喜一（1887-1959）の名をご存じの方はほとんどおられまい。鳥山氏は私
　が専門とする渤海史のパイオニアで，戦前はソウルの京城帝国大学教授として東
　洋史を講ぜられながら「満州」の多く発掘調査に携わり，「満朝史」研究をリー
　ドされた人物である。一般向け中国通史として戦前・戦後を通じてロングセラー
　となった『黄河の水』の著者でもある。戦後は引揚げ直後から３年ほど金沢に住
　まわれた。金沢における経歴を『渤海史上の諸問題』（風間書房，1968）所収の
　略年譜から抜粋すると，以下の通りである。
　　昭和21年5月31日　任文部教官叙一級　補第４高等学校長
　　昭和21年6月8日　信越北陸地区学校集団高等学校部会副部長を嘱託せらる。
　　昭和22年1月15日　連合軍総司令部より現官職に留任承諾せらる。
　　昭和23年12月23日　昭和22年勅令第１号公職審査に合格
　　昭和24年5月31日　金沢大学法文学部長兼第四高等学校長に補され，金沢大学
　長事務取扱を命ぜられる。
　　昭和24年6月10日　願により金沢大学長事務取扱を免ぜらる。
　　昭和24年7月16日　富山大学長に補せらる。
　要するに，本学発足期の学校側の責任者なのである。本学発足期の状況を明らか
　にする過程で，鳥山氏の学問を考える上での新資料がでてはこないかという期待
　を私が持ったのもあながちおかしなことではなかろう。
　　今のところ，この期待に沿う資料にはお目にかかっていない（まだろくに編纂
　事業に携わっていないのだから当然だが）が，四高教授に満州・朝鮮からの引揚
　者が多かったという話は伺った。今は鳥山氏だけでなく，より広い視点で満州・
　朝鮮の植民地知識人と四高・金沢大学との関係が発見できる可能性にも期待して
　いる。なお，鳥山氏の写真は，香林坊・石川県近代文学館２階の四高資料室に，
　最後から二人目の校長として飾られている。
